
I研究ノート ］

書道と染色の協働表現活動

一平成 28年度信州大学教育学部卒業書道展での研究制作より一

小林比出代

1 . 本研究の背景と目的

信州大学が力を注いでいる事業の一つに地域協働型研究及び教育がある。

当該事業の目 的「信州の魅力 ・特徴ある地域資源や人材を研究 ・教育に活

用する新たな取り組みJや「次代を担う学内外の人材を育成する新たな手

法（授業）の開発及び実践」等を勘案した時 信州を基盤に活躍する若手

芸術家と次世代の教育を担う教育学部の学生達との協働表現活動に行き当

たった。現在木曽を基般に作家活動を行う羽毛田優子氏は，染色の研究と

制作で学位（博士）を修められた後， 「Shapeddy巴（シェイプドダイ）J 

と称する特殊なしぼり染めを軸に幅広い表現活動を行い，京都府文化賞奨

励賞他多くの受賞をされている，木曽郡上松町在住の若手染色家である。

本研究では，信州ゆかりの羽毛田氏のご指導のもと，画仙紙を布に，墨を

染料に換えての，染色と書道を融合させた協働表現活動について講究する。

当初， 1300年の伝統を持ち，木曽古道の湯治場として現代まで親しまれて

きた上松町の秘湯「灰沢鉱泉」の赤褐色の源泉（含二酸化炭素 ・鉄 カル

シウムナトリウム・マグネシウム 炭酸水素冷鉱泉／pH6.2中性） を染料

とした染色と書道の協働作品の制作について検討 した。 しかし， 諸般の事

情によって現段階では実践が難しいと判断し，専用の染料を用いた染色に

関する基本的な知識と技能を蓄積した上で， 「書と染」と題した作品制作

とその報告発表を目指すこととした。

2. 研究計画と方法ー協働作品の制作工程ー

本実践研究のねらいは，書道と他分野とのコラボレーションの可能性を，

地域連携や地域資源、の活用との視点も内在させなが ら探求することにある。

今回の試みは地域資源を活用するところまでには至らなかったが，ねらい

の基本的な部分はほぼ達せられたと考えている。以下に実践の工程を示す。
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①羽毛田氏に，以前のご勤務校で実践された， Shapeddyeに関する授業

内容をコンパクトにまとめていただき，本学部授業「書道特別演習」の

受講生や「書道自 主ゼミ Jで活動している学生が Shapeddyeの簡単な

実践を試みる。［10月上旬／於信州大学教育学部］

②①の体験をふまえて，当該授業の受講生及び自 主ゼミで活動する学生と

羽毛田氏とで，染色と 書道とを融合させた作品制作に関して詳細に協議

する。その際，素材の選定や作品制作の内容については，既成のものに

とらわれず，新規的な観点から検証するよう配意する。

③②の協議をふまえて，羽毛田氏のご指導のもと， 実際に作品制作を試み

る。［10月中旬～11月上旬／於信州大学教育学部］

④①～③の協議内容及び制作過程に関する記録をパネノレや画像にまとめる。

⑤④の研究成果を， 「平成二十八年度信州大学教育学部卒業書道展」におい

て完成作品とともに展示発表する。［2月／於信濃教育博物館（長野市）］

3. 本研究の実践概要（パネル）と成果発表の様子

舎
a品
不

写真 1 卒業書道展での展示発表 （於信濃教育博物館 1F展示室へ続〈 ロビー ）
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書道と染色の協働作品『春夏秋冬」の制作者たちによるアイディアスケッチ

写真 2
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完成作品
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信州大学教育学部）

作品制作者 た ちが作成した展示パネルの一部 （※写真 1 右 側 ）

ひでよ（こぱベコし

( 65) 

図 2


